
1. はじめに

　近年ガラス製品においては，情報通信機器や
情報端末のタッチパネルやデジタルサイネージ
のようなインタラクティブな情報のやり取りを
担う部材として活用される場面が飛躍的に増加
している。それはつまり，人の手がガラスに触
れる機会が増えるということであることから，
ガラス特有の美観性の維持や，衛生面のニーズ
に応えるための指紋付着防止など，コーティン
グにより表面を高機能化したガラスが既に実用
化されている。さらに，直近の新型コロナウイ
ルス感染症の世界的流行により，感染予防対策
として人の手が触れる部材への抗ウイルス素材
のニーズが高まりを見せている。これは，前述
のようなタッチパネル等に限らず，身の周りの
ガラス製品に対しても同様である。このような
状況を踏まえ，今回，ガラス基材に抗菌・抗ウ
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イルス機能を付与するためのコーティング技術
の開発に成功したので紹介する。

2. 本製品の特徴

　今回新たに開発した抗菌・抗ウイルスコーテ
ィングは，ゾル - ゲル法によるガラス質のマトリ
ックス中に活性成分として銅を含有したものを
ガラス基板上に薄膜として形成したものであ
る。銅による抗菌・抗ウイルス性能の発現メカニ
ズムは図 1 に示すように，銅が空気中の水分や
酸素と反応して発生する活性酸素類が，菌やウ
イルスを構成する有機物質を分解する作用によ
ってこれらを不活性化すると考えられている。
　本コーティングによる実際の抗菌・抗ウイル
ス性能は公的機関における国際規格に基づいた
試験により評価された。具体的には，規定量の

図 1 　抗菌・抗ウイルスコーティングの機能発現イメージ
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菌またはウイルスを含む培養液をコーティング
表面に滴下し，24 時間経過後の菌・ウイルス数
の対数値から，活性成分を含まないコーティン
グのそれを差し引いて求められる活性値によっ
て評価した。結果を表１に示す。
　今回試験した種類の菌・ウイルスの両方に対
して，24 時間の作用で 99.99% 以上を減少ある
いは不活性化させる効果が確認された。ウイル
スに関しては，インフルエンザウイルスに代表
されるエンベロープを有するタイプ（新型コロ
ナウイルスもこれにあたる）と，今回試験した
ネコカリシウイルスのようなエンベロープを持
たないタイプ（食中毒の原因となるノロウイル
スもこれにあたる）の両方に対して同等の効果
があることが示された。また，抗菌性について
はより短い作用時間でも評価し，大腸菌に対し
て 2 時間で 99% 以上を減少させる効果が確認
されている。なお，本コーティングによるガラ

ス製品については SIAA（抗菌製品技術協議会）
の認証を取得しており，抗菌・抗ウイルス性能
だけでなく安全性についてもガイドラインに定
められた SIAA の基準をクリアしている。
　また，本コーティングを施したガラス基板に
ついて，光学特性や耐久性といったガラス基材
としての特性を評価した結果を表 2 に示す。
　溶液プロセスであるゾルゲル法の特性を生か
して銅を非常に高い分散度でマトリックス中に
内包し，さらにそれを極薄層として形成したこ
とにより，コーティング前後で光学特性および
外観がほぼ変わらずガラス基材の特長である高
い透明性，美観性を維持していることが分かる

（図 2：外観）。さらに，成膜後の加熱プロセス
によって得られるコーティングの材質がガラス
と同様のシリカ構造であることから，ガラス基
材に対する密着性や機械的強度，耐薬品性が高
いことも各種耐久性試験の結果から示される。

表 1 　開発品の抗菌・抗ウイルス性能試験結果

表 2 　開発品の光学特性および耐久性評価結果
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このことから，スマートフォンやタブレット，
レジ端末や ATM，医療機器等の各種タッチパ
ネルや操作ボタンといった人の手による頻繁な
接触操作が行われる用途にも使用することがで
き，アルコール等消毒液も含んだクロスなどで
の繰り返し清掃も可能である。さらに，タッチ
パネル部材としてより高い美観性を付与するこ
とを目的とした防汚性コーティングとの併用も
可能であり，実際に指紋付着を防止する機能と
抗菌・抗ウイルス機能の両立が可能であること
も確認されている。

3. まとめ

　今回開発したガラス用抗菌・抗ウイルスコー
ティングは，内包する銅の作用によって高い抗
菌・抗ウイルス性を発現し，かつ安全性につい
ても問題ないことが確認された。また，基材で
あるガラスの透明性や美観性を損なうことな
く，高い耐久性をも有することから，表示機能
を有しかつ頻繁に接触操作が行われる用途であ
る情報端末等，またガラステーブルや家電化粧
板，鏡等の身の周りのガラス製品にも適用され
ることが期待される。個人用途に限らず不特定
多数の人が触れる機会があり，衛生的な環境が
求められる公共の場所で使用されることで，安
心・安全な環境の実現に貢献すべく，様々な用
途での採用を目指したマーケティング活動を進
めていく。

図 2 　 抗ウイルスコーティング付きガラス基板の外観
（手前：スマートフォンサイズ、中央：タブレッ
トサイズ、奥：PC サイズ）
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